
空空
とと
み
ど
り

み
ど
り
の
交
流
拠
点

の
交
流
拠
点

2
0

2
0

令
和

２
年

発
行
／
中
標
津
町
役
場

　
〒
086-1197　

北
海
道
標
津
郡
中
標
津
町
丸
山
２
丁
目
22番

地
　
総
務
部
総
務
課
情
報
化
推
進・広

報
調
査
係

　
0153-73-3111　

0153-73-5333

　
中
標
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　

http://w
w

w
.nakashibetsu.jp/

　
携帯サイト　

http://j.nakashibetsu.jp/
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
段
の『
お
問
い
合
わ
せ
』よ
り 11

№
685

新
た
な
門
出

　
３
月
い
っ
ぱ
い
で
閉
校
と
な
る
俵
橋
小
学

校
で
行
わ
れ
た
閉
校
式
。

　
長
い
歴
史
に
１
つ
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
笑
顔
で
新
た
な
歴
史
を

刻
み
は
じ
め
ま
す
。
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西
村
　
　
穣

中
標
津
町
長

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
令
和
二
年
の
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
五
月
に
は
新
天
皇
陛

下
が
ご
即
位
さ
れ
、「
平
成
」
と
い
う
一
つ
の

歴
史
が
幕
を
閉
じ
、「
令
和
」
と
い
う
新
た
な

時
代
を
迎
え
る
大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
九
月
、
十
月
と
、
大
き
な
台
風
が

立
て
続
け
に
日
本
列
島
を
通
過
し
、
関
東
か
ら

東
北
地
方
に
か
け
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
河

川
が
相
次
い
で
氾
濫
す
る
な
ど
、
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ま
に
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
お
い
て
は
、

乳
価
も
安
定
し
、
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す

が
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）、
欧
州
連
合
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）、
日
米
貿
易
協
定
と
わ
ず
か
一
年
の
間

に
三
つ
の
大
型
経
済
協
定
が
発
効
さ
れ
、
主
要

農
産
品
の
関
税
の
撤
廃
や
削
減
な
ど
、
農
家
の

減
収
や
生
乳
需
要
の
減
少
に
つ
な
が
る
懸
念
も

あ
り
、
今
後
の
情
勢
変
化
に
注
視
し
な
が
ら
関

係
団
体
と
連
携
し
、
永
続
的
な
経
営
環
境
の
維

持
に
向
け
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

北
方
四
島
関
係
で
は
、
平
和
条
約
締
結
に
向

け
た
北
方
四
島
で
の
共
同
経
済
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
昨
年
初
め
て
日
本
人
向
け
北
方
領
土
観

光
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
日
露
両
首
脳
の
合
意

が
着
実
に
実
を
結
ん
だ
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ

る
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
は
世
界
中
か
ら
注

目
を
浴
び
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
町
に

お
い
て
は
、
学
校
法
人
岩
谷
学
園
が
日
本
語
学

校
の
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
実
現

し
ま
す
と
今
後
、
本
町
で
暮
ら
す
外
国
人
が
増

え
、
外
国
人
と
の
共
生
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

が
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
私
に
と
っ
て
一
期
四
年
の
締

め
く
く
り
の
年
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、「
住
み
や
す
さ
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
多
く
の

政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

評
価
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
六
期
総
合
発
展
計
画
の
最
終
年
度

を
迎
え
、
計
画
実
現
の
総
仕
上
げ
に
向
け
、
令

和
二
年
度
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
改
選
時
期
が
九
月
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
の
経
済
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
通
年
予
算
と
す
る
考
え
で
あ
る
こ
と
に
ご

理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
町
政
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 
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後
藤
　
一
男

中
標
津
町
議
会
議
長

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
令
和
二
年
の
新
年
を
町
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
何
と
申
し
ま
し
て
も

二
百
年
ぶ
り
の
天
皇
陛
下
の
譲
位
に
よ
り
新
天

皇
が
即
位
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
は
祝
賀
ム
ー
ド

一
色
と
な
り
、
時
代
も
令
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
は
即
位
後
朝
見
の
儀
の
お
言
葉
を

「
国
民
の
幸
せ
と
国
の
一
層
の
発
展
、
そ
し
て

世
界
の
平
和
を
切
に
希
望
し
ま
す
。」
と
結
ば

れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
の
時
代
が
正
に
そ
の
よ

う
な
時
代
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　

昨
年
も
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
本
州

で
は
大
型
台
風
が
相
次
ぎ
各
地
で
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
未
だ
復
興
の
兆
し
が
見
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
沖
縄
県
の
首
里
城
の
焼
失
は

貴
重
な
文
化
遺
産
を
失
っ
た
極
め
て
痛
恨
の
出

来
事
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
刻
も
早
く
日

常
の
生
活
が
戻
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
吉
野
彰
旭
化

成
名
誉
フ
ェ
ロ
ー
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
電
気

自
動
車
な
ど
の
利
用
に
広
が
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
開
発
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
世
界
を
変
え
た
発
明
で

あ
り
誇
ら
し
く
思
う
も
の
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
チ
ー
ム
の
ベ
ス
ト
８

進
出
と
、
フ
ァ
ン
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
世

界
中
の
人
々
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
で

は
渋
野
日
向
子
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
め
て

全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
に
優
勝
し
、
そ
の
笑
顔
で

英
国
の
フ
ァ
ン
の
心
を
掴
み
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
中
標
津
小
学
校
百
周
年
、
中
標
津

東
小
学
校
五
十
周
年
と
歴
史
と
伝
統
を
紡
ぎ
ま

し
た
が
、
俵
橋
小
学
校
が
本
年
三
月
に
閉
校
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の

二
期
目
に
入
り
、
十
一
名
の
方
が
公
募
に
応
じ

て
い
た
だ
い
て
積
極
的
に
参
加
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
第
十
一
回
と
な
り
ま
し
た
議
会
報

告
会
に
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
標
津
町
議
会
は
本
年
九
月
に
任
期
満
了
を

迎
え
ま
す
。
町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま

に
立
候
補
を
い
た
だ
き
、
議
会
議
員
と
し
て
一

緒
に
町
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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永
年
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
延
べ
11
名
と

２
団
体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
中
小
企

業
卓
越
技
能
者
２
名
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
列
席
さ
れ
た
関
係
者

か
ら
祝
福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者（
敬
称
略
）

○
自
治
貢
献
賞

《
自
治
功
労
者
》

　
糸
　
氏
　
セ
　
キ
（�

景
観
審
議
会
委
員
と
し
て
、
本
町

の
景
観
行
政
の
推
進
に
貢
献
）

○
社
会
貢
献
賞

《
社
会
事
業
功
労
者
》

　
中
　
川
　
一
　
平
（�

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域

福
祉
の
推
進
に
貢
献
）

　
岩
　
野
　
美
津
子
（�
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
と
し
て
地

域
福
祉
の
推
進
に
貢
献
）

　
端
　
　
　
裕
　
子
（�

全
町
内
会
連
合
会
理
事
を
務
め
る

な
ど
地
域
活
動
の
推
進
に
貢
献
）

《
保
健
衛
生
功
労
者
》

　
中
　
川
　
一
　
平
（�

中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
健
全
か
つ
円
滑
な
運
営

に
大
き
く
貢
献
）

○
産
業
貢
献
賞

《
農
業
功
労
者
》

　
西
　
塚
　
秀
　
夫
（�

計
根
別
農
業
協
同
組
合
長
を
務
め

る
な
ど
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に

貢
献
）

第
四
十
二
回 

中
標
津
町
表
彰
式
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○
教
育
文
化
貢
献
賞

《
教
育
功
労
者
》

　
馬
　
塲
　
龜
　
一
（�

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

学
校
管
理
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

町
立
学
校
へ
の
巡
回
指
導
に
尽
力
さ

れ
、
本
町
の
教
育
行
政
に
貢
献
）

○
善
行
賞

《
善
行
功
労
者
》

　
町
立
中
標
津
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
（�

新
病
院
開
院
当
初
か
ら
患
者
案
内
、
受
付
補
助
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
さ
れ
、
病
院
運
営

に
貢
献
）

○
奨
励
賞

《
社
会
振
興
奨
励
賞
》

　
中
標
津
町
立
広
陵
中
学
校
生
徒
会

　
　
　
　
（�「
中
学
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
を

き
っ
か
け
に
古
紙
回
収
事
業
で
得
た
収
益
金
の
一

部
で
遊
具
等
の
寄
贈
並
び
に
「
じ
ど
う
か
ん
祭
り
」

に
お
い
て
多
く
の
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
さ

れ
、
地
域
福
祉
の
増
進
、
子
育
て
支
援
に
貢
献
）

《
教
育
文
化
奨
励
賞
》

　
服
　
部
　
峰
　
雄
（�

中
標
津
手
打
ち
そ
ば
同
好
会
を
発

足
さ
せ
、
手
打
ち
そ
ば
技
術
の
普

及
啓
発
、
そ
ば
打
ち
の
理
解
を
深

め
る
努
力
を
さ
れ
、
地
域
食
文
化

推
進
に
貢
献
）

　
玉
　
沢
　
正
　
春
（�

永
き
に
わ
た
る
随
筆
活
動
は
、
地

域
開
拓
の
歴
史
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
郷
土
資
料
の
充
実
と
、
文
化

振
興
並
び
に
図
書
振
興
に
貢
献
）

　
田
　
村
　
浩
　
一
（�

中
標
津
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員

と
し
て
、
協
会
発
展
に
尽
力
並
び

に
審
判
員
と
し
て
新
人
審
判
員
の

育
成
指
導
を
行
い
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
の
普
及
振
興
に
貢
献
）

　
板
　
垣
　
徳
　
敏
（�

軟
式
野
球
公
認
審
判
員
と
し
て
、
全

道
大
会
で
球
審
を
行
う
な
ど
活
躍
さ

れ
、
少
年
野
球
の
指
導
者
と
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
並
び
に
競
技
の
底

辺
拡
大
を
担
う
普
及
振
興
に
貢
献
）

○
中
小
企
業
卓
越
技
能
者

《
技
能
水
準
の
向
上
に
尽
力
》

　

吉
　
田
　
弘
　
幸
（
有
限
会
社　
北
省
）

　
袰
　
田
　
眞
　
弓
（
北
海
道
公
宅
グ
ル
ー
プ
明
雪
寮
）
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　令和元年分所得税および復興特別所得税の確定申告の相談、申告書の受け付
けは、２月17日㈪から３月16日㈪までです（土・日曜、祝日等除く）。
　確定申告書は、「前年の申告書控」や「確定申告の手引き」などを参考に作成し、お早めに提出してください。
　なお、確定申告書は国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の「確定申告書等作成コーナー」で作成し
印刷して提出することができます。併せて、便利なe-Taxをぜひご利用ください。
・還付申告は２月14日㈮以前でも提出できます。
・確定申告書の作成に当たっては、復興特別所得税の記入を忘れずにお願いします。
・確定申告書には、マイナンバーの記載が必要になります。
・昨年以前の申告時に利用者識別番号を取得している方は、番号がわかる書類をご持参ください。

【 注意 】　�所得税の申告義務がない方でも、国民健康保険加入世帯の世帯主などは町・道民税申告が必要となりま
す。詳しくは、税務課住民税係までお問い合わせください。

令和元年分の給与所得に係る給与支払報告書等の関係書類の提出期限は１月31日㈮です。
提出先：「給与支払報告書」および「同総括表」→「従業員がお住まいの市役所・町役場」へ
　　　　「法定調書」および「その合計表」　 　→「税務署」へ
※給与支払報告書等の提出については、ｅＬＴＡＸ（電子申告）の積極的な利用をお願いします。
　ｅＬＴＡＸについての詳しい情報は、【http://www.eltax.lta.go.jp/】をご覧ください。

所得税および復興特別所得税の所得税および復興特別所得税の
確定申告確定申告が始まりますが始まります

詳しくは、国税庁ホームページまたは根室税務署  ❸0153-23-3261まで。

年末調整等関係書類の提出を忘れずに

問い合わせは、税務課 住民税係まで。

・◦● 町立中標津病院からのお知らせ ●◦・

　「インフルエンザ」「感染症疾患」が流行する時期の入院患者様への感染予防のた
め、11月１日よりご面会者の制限をさせていただいています。面会制限期間は概
ね終息期を迎える４月末までを予定しています。また、流行が長引く場合は延長す
る場合もあります。
　ご面会は、原則「高校生以上の同居のご家族」の方のみに制限させていただきま
すので、ご理解・ご協力をお願いします。
　また、やむを得ずご面会の必要な方は、各病棟のナースステーションまでお申し
出ください。なお、ご面会の際には、マスクの着用、手指のアルコール消毒をお願
いします。マスクを持参していない方は売店で購入していただくか、正面玄関およ
び救急入口のマスク自動販売機をご利用ください。
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注　・この表は、令和元年度（平成31年４月～令和２年３月分）の保険料額に基づくものです。
　　・�割引額は、１か月ごと納めた場合の合計額から差し引かれる額であり、（　）内は、およその割引率を表示

しています。
　　・令和２年度の前納保険料額は、令和２年１月下旬に公表される予定です。

　口座からの引き落としやクレジットカード払いなら、保険料を納め忘れる心配がありません。

　新たに前納を希望される方、前納の期間を変更される方は、お早めに手続きをしてください。

詳しくは、住民保険課 保険年金係まで。

国民年金保険料は、まとめて納める『前納』がお得です。国民年金保険料は、まとめて納める『前納』がお得です。

●保険料の納付には、便利な「口座振替」・「クレジットカード」をご利用ください。

●令和２年４月分からの『前納』のお申込期限は、令和２年２月末日です。

保険料をまとめて前払いすると、最大で約４％の割引があります。

　中標津農業高校・旦々流農高太鼓は、11月22日に、札幌サンプラザで開催された「第54回全道高等学校郷土研究
発表大会」に出場し、第３位の優良賞に輝き５年連続入賞を達成しました。
　今回演奏した楽曲は「ナカシペの玉

たまゆら
響」というオリジナル曲です。吹き付ける風、凍てつく寒さに耐えながら文化

や伝統を創り上げようと奮闘した先人達と動植物とが共存し発展していく激動の世界観を、中標津音頭を組み入れな
がら多彩な楽器で表現しました。
　ほとんどの生徒が中標津農業高校入学後に和太鼓を習い始めたため、基礎・基本を身に付けながら他チームとの合
同練習やイベントでの演奏を経験し、技術力を向上してきました。第２位以上で全国大会（全国高総文祭）への出場
権を獲得できるため今年も悔しい結果となりましたが、今後も中標津町の文化・伝統を継承していきます。
　なお、大小問わず各種イベントへの出演依頼を心よりお待ちしています。（中標津農業高校��❸７８－２０５３）

〈参加生徒〉
３年　根岸　珠梨（部長）、喜來　幸保、佐々木鈴華
２年　漆原　　駿、木嶋　享靖、松本　峻士、村上　　仁、奥谷　梨香、土井上若那
１年　関川純之介、三浦　憧也、須藤　和美、高橋　美生

旦
だんだんりゅう

々流農高太鼓が
全道大会で優良賞を受賞、５年連続入賞を達成�

問い合わせは、総務課 情報化推進･広報調査係まで。

2020年農林業センサスにご協力ください
　令和２年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2020年農林業セ
ンサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される極めて大切な調査
です。
　令和元年12月から令和２年１月にかけて、農林業を営んでいるみなさんのところに調査員
が訪問して調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

納付方法 １か月の
保険料額

６か月前納 １年前納 ２年前納
半年分の
保険料額 割引額 １年分の

保険料額 割引額 ２年分の
保険料額 割引額

口 座 振 替
16,410円

97,340円 1,120円
（▲1.1％） 192,790円 4,130円

（▲2.1％） 379,640円 15,760円
（▲4.0％）

現金（納付書）または
クレジットカード 97,660円 800円

（▲0.8％） 193,420円 3,500円
（▲1.7％） 380,880円 14,520円

（▲3.6％）
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まちづくりを考える懇談会を開催まちづくりを考える懇談会を開催
　11月６日、７日に地域の抱えている問題や行政に対する意見・
要望など、まちづくりについて町長と町民のみなさんが直接話し合
う「まちづくりを考える懇談会」を開催しました。
　その中の主な意見・要望をご紹介します。まちづくりに対しての
質問は、町長から基本的な考え方について答弁しましたが、意見・
要望は地域の課題として検討させていただきます。

　新規開業や既存企業の改修に対しては補助制度があ
ります。
（�町ホームページ：https://www.nakashibetsu.jp/

sangyo/shokogyo/shien/）
　都会に比べると中小企業の給料は低いので、共働き
できる環境を作り、十分な収入を得られるよう支援し
たいと思います。

空き家の活用や起業への補助制度などはないのか。

　農協、農家の方から要望があれば支援します。

農業の自動化を中標津も導入してはどうか。

　全額補助は当初３年間という約束でしたが、継続を
検討しています。
　子どもの数が限られているので、近隣の学校で取り
合いになっていますが、生徒数を増やすために補助や
支援を増やすのではなく、まずは子どもたちが行きた
いと思える学校を作ることが第一です。

現在、農高の生徒は通学費を全額補助してもらっ
ているが、来年度から全額補助が打ち切りになり、
自己負担があるのではないかと噂になっている。
可能であれば全額補助を続けてほしい。

　日本語学校を卒業しただけでは就労ビザは取得でき
ません。
　岩谷学園の説明会では専門学校を作ろうと考えてい
るということでしたが、詳しいことは決まっていませ
ん。

【岩谷学園誘致について】
卒業したら帰国せずに町内や町外で働くのか。

　岩谷学園のスクールバスを利用します。

【岩谷学園誘致について】
生徒は寮ではなくそれぞれが民間のアパートで暮
らすということだが、学校の登下校はどうするの
か。　中標津だけを観光して宿泊してもらうのは難しいの

で、中標津を含め近隣の町をいくつか観光してその中
でどこかに宿泊してもらえれば良いと思います。

中標津の観光地といえば開陽台だがインパクトが
乏しい。

　地区によっては１人がバスに乗るために多額の経費
がかかります。便数を増やすことは難しいので、必要
なときだけ乗れるような仕組みを検討しています。

町営バスの運行時間が利用しづらい。地区によっ
てバスの本数に違いがあり不平等に感じる。

　返還はされませんが使い道を制限しているので転用
されることはありません。

【岩谷学園誘致について】
学校施設は無償譲渡したが、閉校になった場合返
還されるのか。
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問い合わせは、企画課 行政改革・協働推進係まで。

　職員は、行財政運営のプロとしての能力と資質が求
められるとともに、常に町民の視点に立ち、自らも地
域の一員として自覚し、職務を遂行する責務を有して
います。
　また、町民が主体の自治を実現し、常に町民のため
の行政であり続けるために、行政職員は、町民との信
頼関係を深めながら、常に変革し、町民の意向や政策
課題に対応するため、組織の横断的連携を密にし、知
識の習得、能力の向上を図らなければならないことを
定めています。

中標津町自治基本条例中標津町自治基本条例
『第26条（職員の責務）』について『第26条（職員の責務）』について

解　説

次回は中標津町自治基本条例の第２７条（議会と行政の関係）について紹介します！

みんなでみんなで中中
ま ちま ち

標津標津づくりに参加しよう づくりに参加しよう ～自治基本条例～～自治基本条例～

（職員の責務）
第26条�　職員は、常に町民の視点に立ち、自らも地

域の一員として自覚し、職務を遂行しなけれ
ばなりません。

２　�職員は、常に町民が主体であることを認識し、公
正かつ適正に職務を遂行しなければなりません。

３　�職員は、施策の立案及び町民の求めることに的確
に対応できる知識を習得し、能力の向上を図りま
す。

４　�職員は、行政組織の横断的連携を密にし、職務を
遂行しなければなりません。

中標津町自治基本条例
第６章　行政

条例本文

その17

申し込みは、都市住宅課 街づくり推進係まで。

　中標津町では現在、「中標津町都市計画マスタープラン」の策定を進めています。誰もが安心して住み続けら
れる持続可能な都市づくりに向け、町内会など地域コミュニティのありかたについてみなさんと一緒に考え、行
動するきっかけをつくることを目的としたフォーラムを以下のとおり開催しますので、ぜひご参加ください。

みんなで考える「まちづくりフォーラム」
中標津町のこと、これからのまちづくりを考えるフォーラムを開催します！

◆日　時���２月１日㈯　午後１時30分～午後４時
◆場　所　ウェディングプラザ寿宴　ウェディングホール
◆内　容　�静岡県掛川市における生涯学習まちづくりや協働のまちづくりの事例報告、

参加者によるワークショップなど
　　　　　※�詳細については、１月上旬に町ホームページ、新聞折込チラシ等でお知ら

せします。
◆申　込　参加には申し込みが必要です（参加無料）。
　　　　　�電話、インターネット（２次元バーコードからもアクセスできます）またはＥメールでお申し込

みください（メールの場合は、①氏名②ふりがな③ご住所④電話番号を明記のうえ送信ください）。
　　　　　E-mail：machisui@nakashibetsu.jp　URL：https://www.harp.lg.jp/0ncZucYu

老人クラブ
加入の加入の
ご案内ご案内

　中標津町老人クラブ連合会で
は、概ね60歳以上の方の地域
老人クラブへの加入をお勧めし
ております。
　概ね60歳以上の方なら随時
入会できますので、入会を希望
される方や興味のある方は、事
務局までご連絡ください。

中標津町老人クラブ連合会事務局
〒086-1110　中標津町西10条南９丁目１番地４

❸７９－１２３１　❹７９－１２３３
（総合福祉センター　中標津町社会福祉協議会）

問い合わせ先
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詳しくは、総務課 防災係まで。

じゃがいもずきん
「ききぼう」くん

防災ワンポイント 暴風雪の季節、到来！第75回

　雪国ならではの悩みの季節、恐怖の雪かき、そして、とても恐ろしい暴風雪の季節
がやってきました。北海道では、暴風雪災害が繰り返し発生しています。
　中標津町では、2013（平成25）年３月の暴風雪で、死者５人を出しました。
　暴風雪とは、風速が毎秒18ｍを超える風を交えた猛吹雪のことです。暴風雪は、
視界不良（ホワイトアウト、すぐ目の前が見えなくなる状態）によって方向感覚を奪
い、歩きでも、車でも、自分の位置が分からなくなってしまうことがあります。そして、
遭難…。また、暴風雪に随伴する立ち往生や停電などの発生時は、間違ったことや横
着で、一酸化炭素中毒や低体温症、エコノミークラス症候群などを引き起こし、最悪
の場合は、命を落としかねないとても恐ろしいものです。
　暴風雪をあなどってはいけません。正しい知識を持ち、暴風雪に備え、あなたの命
を守りましょう。

○�懐中電灯や携帯ラジオ、防寒着、カセットコンロ、ガスボンベ、ポー
タブルストーブ、灯油、非常食、飲料水などを準備しておきましょう。
○発電機や蓄電池を、準備しておきましょう。
　　※発電機は、屋内で使用してはいけません。
　　　また、玄関などの出入り口付近での使用も禁止です。
○ＦＦ式暖房機等を使用している場合は、吸排気口付近が雪でふさがれないよう注意しましょう。
○�車で外出する際には、天気の急変により車が立ち往生することを想定して、燃料が十分ある事を確認して
から出発しましょう。また、防寒着、長靴、手袋、カイロ、携帯電話、充電器、非常食、飲料水、簡易ト
イレ、スコップ、けん引ロープなどを車に積んでおきましょう。

　暴風雪による被害は、晴天から悪天へと天気が急変した時に、特に多く発生します。
　テレビやラジオなどで悪天が予想されることを知ったら、今の天気が良くても油断してはいけません。最新の
気象情報や道路情報などを、しっかり確認しましょう。
　また、暴風雪が予想されている時には、無理をせず、外出を避けましょう。

日頃から、暴風雪に備えましょう！

暴風雪の最中はもちろん、暴風雪が予想されている時には、無理な外出は避けましょう！
厳重な警戒が必要です！建物の中から出ない事をオススメします。



11

　いきいきと元気に暮らし続けるためには、一人ひとりが継続して健康づくりに取り組んでいくことが大切です。
町では平成31年４月より、みなさんの健康づくりを応援するために、「なかなか健康なかしべつポイント」事業を
実施しています。
　18歳以上の方を対象に、町で実施する特定健診や各種がん検診等の受診、健康相談や栄養教室、介護予防教室
への参加、体育施設（総合体育館、武道館、プラット健康増進室等）の利
用等のポイント対象事業に参加をするとポイントがもらえ、10ポイント
貯めて応募すると抽選で素敵な賞品が当たるという、楽しみながら健康づ
くりに取り組んでいただける内容となっています。既にコツコツと健康づ
くりに取り組まれている方だけでなく、「しばらく健診を受けていないな
…」、「運動不足だな…」という方へ取り組みのきっかけづくりとなれば幸
いです。

※写真はイメージで、実際の賞品とは異なります。

貯まりましたか？

「なかなか健康なかしべつポイント」

中標津町保健センター 健康推進課 健康推進係

　３月に抽選会を開催し、応募条件を満たした方の中から抽選で当選者を決定します。体組成計や電動歯
ブラシなどの健康グッズや乳製品詰め合わせなどの素敵な賞品が当たります。また、北海道日本ハムファ
イターズと町がパートナー協定を結んでいることから、20名様にファイターズグッズを提供していただ
くことになりました。抽選の結果については、賞品の発送をもって発表に代えさせていただきます。

●素敵な賞品が当たる！

　ポイントカード裏面に必要事項を記載し、応募箱に投函してください。応募はお一人さま１回としてい
ます。ポイントカードの配布と応募箱の設置は、保健センター、役場住民保険課、計根別支所、総合体育
館、プール、武道館、運動公園、プラットで行なっています。保健センターへ郵送でも応募可能です（２
月29日消印有効）。

●応募は２月29日まで！

　「なかなか健康なかしべつポイント」事業の詳しい内容は、町ホームページにて掲載し
ています。右記ＱＲコードからもご覧になれます。

健康に関するご相談はお気軽に保健センター（❸７２－２７３３）までご連絡ください。
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　あけましておめでとうございます。
　今月で中標津町に来て丸２年が経ちました。この２年間で協力隊で
なければできない経験をいくつもさせてもらい、協力隊でなければ知
り合えなかった人たちにも出会い、早かったように感じます。2020
年はオリンピックイヤーです。新しい風が中標津にも届いてくれると
いいなと思っています。

　さて、昨年秋に、ふるさと納税を通じてこれまで中標津町を支援していただいた寄付者向けに、秋の中標津満喫
ツアーを実施しました。このツアーは「酪農景観」「食」「体験観光」などまるごと体感できる内容になっていて、
特にみなさんに人気だったのは研修センターでのチーズ作りでした。中標津は酪農の町ですし、スーパーにもたく
さんの種類のチーズがあるので身近に感じられます。しかし、道外からの参加者は普段何気なく食べているチーズ
を実際に作る機会はめったにないので、チーズ職人谷口さんのお話を熱心に聞いていたのが印象的でした。
　また、これは個人的な発見ですが、バスで町内を案内しているときに自分の言葉で良さを伝えることができる場
所や自信をもっておすすめできる飲食店がたくさんありました。まだまだ発見できていないこと、行ったことのな
い場所などがあるので、みなさんからいろいろ教えてもらい、活動に生かしていきたいと思います。
　１月下旬からは新しい夜のツアーを開催する予定です。
詳細は観光協会ホームページやインスタグラム、フェイ
スブック等でもお知らせしますので、観光客のみなさん
に拡散していただけると嬉しいです。
　今年もよろしくお願いします。

地域おこし協力隊が行く� 其の
49

中標津町地域おこし協力隊��山
やまぐち
口　麻

ま
央
お

メールアドレス　sato@kaiyoudai.jp

相談は、中標津町消費生活センター（役場生活課内）まで。

通信販売のお試し価格にご注意を！通信販売のお試し価格にご注意を！
　「インターネットの広告でお試し価格○円という健康食品を見つけ、通常価格より半額以
上も安かったので試してみたいと思い注文した。1か月後また同じ商品が届き定期購入であ
ることがわかった。定期購入だったら注文しなかった。高額なので解約したい。」などトラ
ブルになることがあります。

◦�通信販売にはクーリング・オフがなく、原則として解約や返品は規約に記載された特約に沿うことになります。
◦�お試し価格など通常の価格よりも安価で購入できるものは、事業者が設定した回数の購入（定期購入）が条件になっ
ている可能性が高く、途中で解約したくてもできない、または違約金が発生したり、通常価格で支払いを求められ
たりするなどトラブルになる可能性があります。
◦�安いからと慌てて注文せず、広告を最後までよく見て、事業者名や連絡先の記載があるか、利用規約、キャンセル
や返品の条件、支払う金額などをよく確認して、念のためスクリーンショットで画面を保存するなど、後で確認で
きるようにしておきましょう。

「ひとりで悩まずにまずは相談を�」

知っ得
くらしの

ガイド

みなさんへのアドバイス
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大
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５
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が
、
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月
で
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る
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と
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。

　
こ
の
日
は
、
13
人
の
児
童
を
は
じ
め
、

多
く
の
来
賓
、
参
加
者
が
集
ま
る
中
、

閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
教
育
長
か
ら
閉
校
の
告
示
が

行
わ
れ
、
児
童
に
よ
る
校
旗
返
納
、
別

れ
の
言
葉
な
ど
に
続
き
、
最
後
は
記
念

碑
の
除
幕
式
で
全
員
の
笑
顔
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

　
俵
橋
小
学
校
は
、
本
町
で
最
も
歴
史

が
古
い
最
後
の
郡
部
校
で
、
児
童
た
ち

は
４
月
か
ら
中
標
津
東
小
学
校
で
学
ぶ

こ
と
と
な
り
ま
す
。 俵

橋
小
学
校
閉
校
式

11月

24
日

ニュースニニュースニューニューススススニュニュュュ ススニニニ ースースニュニュースニニュ ニュースニニュースニューニューススススニュニュュュ スースーニニニ ースースニュニュースニニュニュースニュースニュース de ニュースニュースニュース

問い合わせは、企画課まで。

購入引換券交付申請受付期限延長のお知らせ
～中標津町プレミアム付商品券～

●購入引換券交付申請受付期限　１月31日㈮まで
●購入引換券交付申請受付場所　福祉課（役場１階窓口⑤番）
●販売期限　２月28日㈮
●販売場所　中標津町商工会（中標津経済センター内　❸72-2720）
　　　　　　※土日祝日を除く平日午前10時から午後３時まで
●使用期限　�３月31日㈫　※期限を過ぎた場合は無効となりますのでご注意ください。

　令和元年10月１日から販売・使用を開始している「プレミアム付商品券」について、購入に必要な購入引換券の
申請受付期限を先月号で令和元年12月27日㈮までとお知らせしたところですが、以下のとおり申請受付期限を延長
することとしましたので、改めてお知らせします。
　令和元年度の住民税（均等割）が課税されていないなど、要件に該当すると思われる方で、購入を希望される方は、
期限までの申請をお願いします。
　また、購入引換券をお持ちの方で、商品券未購入の方は期限までの購入および使用を既に商品券を購入済の方で未
使用の方についても期限までの使用をお願いします。
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　中標津町では町民の皆さんへ緊急的に情報提供が必要な場合に備え、中標津町緊急情報メール（キキボ
ウ）にて情報発信を行う体制を整備しています。
　登録については、次のアドレスに空メールを送信してください。nakashibetsu@raiden.ktaiwork.jp
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出店者を決定します。
　なお、次回の夏祭りの出店について
は、広報７月号でお知らせします。
　問い合わせは、なかしべつ祭り実行
委員会事務局（経済振興課�観光振興
係）まで。

令和２年度入校生の追加募集
　国立北海道障害者職業能力開発校で
は、求職中の障がい者の入校生（訓練
期間は６ヶ月、１年または２年間）の
追加募集をしています。
　詳しくは、最寄りの公共職業安定所
または北海道障害者職業能力開発校訓
練第一課��❸0125-52-2774まで。

南知床４町地域雇用創造協議会
からセミナーのお知らせ

　事業者向け「知床ビジネス拡充支援
セミナー（S-Biz）」と求職者・転職希
望者向けとして「ドローン操縦実践セ
ミナー」を近日開催予定です。
■知床ビジネス拡充支援セミナー（S-Biz）
　企業が抱える課題や問題に対し、域
内循環やマーケティング、M＆Aなど
多様なニーズに着目した講習会を実施
します。魅力ある職場作りや、企業拡
大のヒントを学び、雇用改善を考えて
いる事業者や起業を希望される方の参
加をお待ちしています。
開 催 日
　第１回　開催済み
　第２回　２月17日㈪
　　　　　午後６時～午後９時
　第３回　２月18日㈫
　　　　　午前９時30分～午前12時30分
　第４回　２月19日㈬
　　　　　午前９時30分～午前12時30分
　第５回　３月23日㈪
　　　　　午後６時～午後９時
会　　場　中標津経済センター
費　　用　無料
■ドローン操縦実践セミナー
　いま飛躍的に普及を遂げているド
ローンに関する基礎知識、操縦方法を
学び、関連企業への就職を目指す講座
です。建設業や測量関係のお仕事を希
望されている方、ドローンで撮影した
写真や映像を使って事業を始めたいと
考えている方にもおすすめです。
開 催 日　１月22日㈬～23日㈭
会　　場　中標津町総合文化会館
費　　用　無料
　開催内容の詳細や申し込みは役場
やハローワーク等町内施設に設置し
たチラシまたは協議会ホームページ
（http://s-job.jp）をご覧ください。
　問い合わせは、南知床４町地域雇用
創造協議会��❸74-8300まで。

育学校へ新入学する児童生徒の保護者
に就学通知書を送付します。
小学校・義務教育学校
　平成25年４月２日～平成26年４月
１日生まれのお子さんを持つ保護者
中学校
　平成19年４月２日～平成20年４月
１日生まれのお子さんを持つ保護者
発送予定日　１月15日㈬
　住所変更などにより通知書が届かな
かった場合や、特別な事情により指定
校の変更を求める場合は、教育委員会
学校教育課�学務係まで。

年金相談所開設のお知らせ
開設日時
　２月４日㈫　午後１時～午後５時
　２月５日㈬　午前９時～午後２時
開設場所
　中標津町役場�１階101号会議室
　予約申し込みは、釧路年金事務所
❸0154-61-6000まで。

年金生活者支援給付金の
手続きはお済みですか

　日本年金機構では、９月以降、年金
生活者支援給付金の対象と思われる方
に請求のご案内を郵送しています。
　給付金を受け取るためには、請求書
の提出が必要です。提出が遅れると、
10月分からの給付金を受け取ること
ができなくなる場合があります。
　まだ請求していない方は、お早めに
請求書を提出してください。
　詳しくは、日本年金機構の「給付金
専用ダイヤル」❸0570-05-4092まで。

　競争入札参加資格審査申請　
（中間年）の受付について

　町が発注する建設工事、測量、工事
に係る調査・設計等、物品の購入・役
務の提供等の契約に係る競争入札に参
加するためには、あらかじめ町が定め
る期間内に申請を行い競争入札への参
加資格を取得する必要があります。
　町では令和２年度の競争入札参加資
格審査申請の受付を次のとおり行いま
す。なお、今回は中間受付となります
ので、新規に資格を希望される方、現
在資格を有している方（平成31・32年
度の有資格者）で新たな業種を追加し
たい方は、今回申請を行う必要があり
ます。
　申請書式は、建設工事、測量、工事
に係る調査・設計等は一般社団法人北
海道土木協会発行の「北海道統一様式
（市町村用）」と「中標津町独自様式」を、
物品の購入・役務の提供等は「中標津
町独自様式」を使用してください。な
お、中標津町独自様式は町ホームペー
ジからダウンロードするか財政課窓口
で直接お受け取りください。

申請期間　２月３日㈪～14日㈮
申請方法
　郵送または持参（極力、郵送により
提出されるようお願いします）
●郵送について
　申請期間内必着
●持参について
　土日祝日を除く午前９時～午後４時
　（正午から午後１時までを除く）
　※�持参当日は受領のみで、受付審査

は行いません。
●郵送先・提出先
　〒086-1197
　中標津町丸山２丁目22番地
　中標津町役場�財政課�契約用度係
そ の 他　
●�郵送、持参の各方法にかかわらず、
必ず返信用封筒（長形３号・Ａ４判
三つ折用に84円切手を貼り、宛先
を明記したもの）を申請書と一緒に
提出してください。
●�新規申請の方は、申請書と添付書類
を１冊のフラットファイル（Ａ４縦、
色・留め具指定なし）に綴じてくだ
さい。なお、複数の申請区分に申請
する場合は、区分ごとにインデック
ス等で整理し、共通書類は各１部を
添付してください。
●�業種を追加する申請の方は、申請区
分ごとにクリップ等で留め、透明ク
リアフォルダに入れて提出してくだ
さい。
●�資格を取得することにより自動的ま
たは直ちに発注があるということで
はありませんので、ご留意ください。
　詳しくは、財政課�契約用度係まで。

　　　　令和２年　　　　
中標津消防団出初式

　町民の生命や財産を火災などの災害
から守るために活動している中標津消
防団の出初式を行います。町民みなさ
んのご来場をお待ちしています。
　なお、当日は午前８時30分に屋外サ
イレンを吹鳴（すいめい）します。
日　　時
　１月８日㈬

午前10時30分～午前11時50分
場　　所
　総合文化会館
　　�会館前広場～観閲式
　　コミュニティホール～表彰式
　問い合わせは、中標津消防署�消防
団係��❸72-2181まで。

　なかしべつ冬まつりの　
出店について

　２月８日㈯、９日㈰に開催する「第
45回なかしべつ冬まつり」の出店者
を１枠募集しています。
　新規に出店を希望する方は１月20
日㈪までにご連絡ください。定数を超
える応募があった場合は、抽選により

January 1
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償却資産(固定資産税)の申告は
１月31日までに

　令和２年１月１日現在で償却資産を
所有している会社や個人の方は、資産
の名称や取得価格等を１月31日㈮ま
でに申告してください。
※�償却資産とは、土地家屋と同じく固
定資産税の対象となる事業用資産で、
会社や個人が事業のために所有する
機械・器具・備品等をいいます。
　（�自動車税および軽自動車税の対象
車両は除く。）

　詳しくは、税務課�資産税係まで。

道営住宅入居者募集
募集団地
・泉中央団地（３階建）

西８条北６丁目
　Ａ棟２・３階３ＬＤＫ（世帯向け）

各１戸
　平成５年建設
　家賃�20,300円～40,500円
　�他共益費、駐車場使用料、給湯設備
使用料
　　※家賃は収入によって変動します
　　※参考：前回応募倍率�２倍
入居条件　�入居しようとする世帯全員

の所得制限、暴力団員の制
限、道営住宅に係る未納の
家賃・駐車場使用料および
損害賠償金等がないこと。

募集案内配布　２月３日㈪～18日㈫
　　　　　　　（日曜日・祝日は除く）
入居申込受付　２月10日㈪～18日㈫
　　　　　　　（日曜日・祝日は除く）
抽 選 日　２月25日㈫（予定）
抽選会場　中標津経済センター
入居時期　３月下旬～（予定）
※上記は変更の可能性があります。
※�平成30年度から指定管理者制度に
より管理は以下の事業者が行なって
いますので、お間違えのないように
お願いします。
　申し込み・問い合わせは、道営住宅
（中標津町）指定管理者　㈲アクロス�
❸72-5515まで。

ごみ収集のお知らせ
日　程 ごみ収集 最終処分場

１月13日㈪ 休　み 休　み

　詳しくは、生活課�環境衛生係まで。

　学齢児童生徒就学通知書　
（入学通知書）の送付のお知らせ
　今年４月に小・中学校または義務教

方：2,600円、70歳以上の
方：1,300円

定　　員　１日２人
場　　所　町立中標津病院　整形外科
申込締切　１月20日㈪
　申し込みは、中標津町保健センター
❸72-2733まで。

中標津町食生活改善協議会主催
男性料理教室のご案内

日　　時　２月７日㈮
　　　　　午前10時30分～午後１時
対　　象　町内在住の成人男性
内　　容　講話・調理実習
参 加 費　300円
持 ち 物　エプロン、三角巾、筆記用具
定　　員　15人
場　　所　中標津町保健センター
申込締切　１月30日㈭
　申し込みは、中標津町保健センター
❸72-2733まで。

１月は国民健康保険税（第８期）
　　　　の納期です　　　　
【納期限は１月31日】

　今月納期分の指定口座からの振替日
は１月31日㈮です。口座振替を申し
込まれている方は前日までに残高の確
認をお願いします。

～納期が既に経過しています～
○�町道民税（全て）
○�固定資産税（全て）
○�国民健康保険税（第１～７期）
○�軽自動車税
　もう一度お手元の納付書を確認のう
え、納付されていない方は早急に納め
てください。納期限を過ぎても納付さ
れない場合は、納期内に納付されてい
る方との公平性を保つため、職場調
査・預金調査などの財産調査の後、差
押え等の滞納処分を行うこととなりま
すので、定められた納期限までに納め
るようお願いします。病気やけが、失
業、多額の負債の支払いなどにより納
期内に納付が難しい方は、必ずご相談
ください。

＜休日・夜間相談窓口＞
夜�間�相�談�日

１月16日㈭　午後６時～午後８時

休�日�相�談�日
１月26日㈰　午前９時～午後５時

　平日の昼間に時間をとることができ
ない方は、夜間・休日に納税相談窓口
を開設しますのでご利用ください。
　なお、当日窓口では町税・国民健康
保険税のみ納めることができます。

乳がん検診のお知らせ
(２月分)

実施期間　２月３日㈪～28日㈮
受付時間　①午後２時�②午後２時30分
　　　　　③午後３時
対　　象　40歳以上の女性
　　　　　（検診の間隔は２年に１回）
内　　容　�マンモグラフィ撮影
料　　金　�2,400円
　　　　　（70歳以上�1,600円）
場　　所　町立中標津病院
申込締切　１月20日㈪
　申し込みは、中標津町保健センター
❸72-2733まで。（なお、 ペースメー
カーをご使用の方、豊胸手術をしてい
る方は、かかりつけ医にご相談くださ
い。）

子宮頸がん検診のお知らせ
（２月分）

実施場所　町立中標津病院
　　　　　　　　　　　産婦人科外来
　　　　　古野医院
実施期間　町立中標津病院
　　　　　　２月３日㈪～28日㈮
　　　　　　毎週月～金曜日
　　　　　　（申込締切１月20日㈪）
　　　　　古野医院
　　　　　　�水曜日・日曜日・祝日以

外の診療日
受付時間　町立中標津病院
　　　　　　午前８時30分～午前11時
　　　　　古野医院
　　　　　　午前10時～午後１時
　　　　　　午後３時～午後５時
対　　象　20歳以上の女性
　　　　　（検診の間隔は２年に１回）
内　　容　頸部細胞診
　　　　　膣エコー検査（希望者のみ）
料　　金　2,000円
　　　　　（70歳以上�1,300円）
　　　　　膣エコー検査は1,000円
　申し込みは、中標津町保健センター
❸72-2733まで。（なお、古野医院を
受診される場合は、古野医院にも予約
が必要です。❸73-5700）

骨粗鬆症検診のお知らせ
(２月分)

実施期間　２月４日㈫～28日㈮
　　　　　毎週火～金曜日
受付時間　午前10時30分～午前11時
対　　象　20歳以上の方
内　　容　�問診、骨密度測定（腰椎、大

腿（太もも）骨）、診察
料　　金　�中標津町国民健康保険・後

期高齢者医療保険に加入の
方、生活保護の方：無料

　　　　　�上記以外の20～69歳の

税　　金税　　金税　　金

一　　般一　　般一　　般

自然を愛し美しいまちにしましょう（町民憲章より）



※�広報紙に掲載された写真をご希望の方は、データ（JPEG)で提供します
ので総務課情報化推進・広報調査係までご連絡ください。

（毎月５日発行）

広報中標津は、環境保護のため道産間伐材と古紙を配合した用紙および
100%植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用しています。

誕生 21人　 死亡 18人　 転入 50人　 転出 31人

11月30日現在住民登録人口

町の人口 23,361（＋22）
　 男 11,484（＋14）
　 女 11,877（＋ 8）
世 帯 数 11,269（＋16）

（　　）内は前月比

令和２年 1
VOL.685


